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唐
代
の
職
田
制
ご
そ
の
克
服
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一

　
　
　
南
北
朝
か
ら
階
唐
帝
國
へ
の
獲
展
過
程
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
だ
十
分
あ
き
ら
か
で
な
い
。
　
し
か
し
、
階
朝
に
お
け
る
九
品
中
正
法
の
慶
　
　
1

　
　
止
・
科
墨
制
の
創
馨
ど
に
特
徴
的
覧
ら
れ
る
よ
ケ
に
、
階
唐
帝
國
の
著
し
栓
格
の
；
と
し
て
・
纂
制
の
整
繁
塁
げ
ら
れ
る
と
お
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば

　
　
も
う
。
こ
の
官
僚
制
は
、
一
見
南
北
朝
以
來
の
門
閥
支
配
を
否
定
す
る
か
の
よ
う
な
強
化
さ
れ
た
君
主
構
に
と
つ
て
、
不
可
嵌
の
政
治
組
織
で

　
　
あ
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
‘
　
　
．
，

　
　
　
階
唐
時
代
の
官
僚
の
性
格
に
つ
い
て
も
、
不
明
な
鮎
が
多
い
が
、
地
方
に
「
郡
望
」
を
構
し
て
私
的
な
経
濟
力
と
軍
事
力
を
も
つ
た
前
代
の

　
　
門
閥
階
級
に
比
較
す
る
と
き
、
そ
の
権
力
へ
の
寄
生
性
は
、
脅
は
る
か
に
つ
よ
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
律
令
に
規
定
さ
れ
た
官
僚
の
法
律
的
・

　
　
経
濟
的
な
特
権
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
官
僚
を
支
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
つ
た
。
北
魏
以
來
、
律
令
制
と
共
に
獲
展
し
て
き
た
職
田
の
制
度
も
、

　
　
そ
の
例
に
も
れ
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
職
田
制
の
な
か
に
あ
ら
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
は
、
當
時
の
官
僚
制
の
あ
り
方
を
そ
の
ま
エ
反

　
　
映
し
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
観
黙
か
ら
唐
代
の
職
田
の
問
題
を
と
り
上
げ
た
い
と
お
も
う
。
な
お
、
こ
こ
で
は
も
つ
ば
ら
京
官
の
’

ク
3
7
ｩ
職
田
に
つ
い
て
考
え
、
地
方
官
の
そ
れ
に
は
ふ
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。
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3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

　
唐
の
職
田
の
給
付
額
は
、
官
品
に
よ
つ
て
こ
と
な
る
が
、
京
官
の
場
合
、
唄
品
十
二
頃
、
二
品
十
頃
、
三
品
九
頃
と
遍
減
し
て
、
九
品
二
頃

に
い
た
る
。
職
田
制
全
般
に
つ
い
て
職
掌
を
も
つ
の
は
、
工
部
の
屯
田
郎
中
で
あ
る
が
、
個
々
の
職
田
の
管
理
・
経
螢
は
、
職
田
の
存
在
す
る
、

府
．
州
．
縣
の
官
吏
が
澹
當
し
て
い
た
。
そ
う
し
て
實
際
の
耕
作
は
、
均
田
農
民
を
つ
の
つ
て
行
う
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
牧
穫
物
の
一
定
，
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

部
分
（
職
田
租
）
は
、
耕
作
者
の
手
を
通
じ
て
被
給
付
者
た
る
京
官
の
も
と
に
逡
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
京
官
自
身
は
、
職
田
経
螢
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
直
接
に
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
要
す
る
に
、
職
田
制
自
体
が
、
官
僚
組
織
に
よ
つ
て
蓮
螢
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
酔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
、

　
と
こ
ろ
で
、
當
時
の
史
料
は
、
職
田
の
耕
作
者
を
「
佃
民
」
と
よ
び
、
こ
の
耕
作
を
「
佃
植
」
と
い
つ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
ば
の
内

容
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
か
。
職
田
租
は
、
開
元
令
で
は
、
獄
に
つ
叢
高
粟
六
斗
、
最
低
二
斗
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
稻
の
牧
穫
高
は
“
唱
畝
に
つ
き
準
均
粟
一
石
で
あ
つ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
基
準
と
し
て
も
、
最
高
六
斗
の
租
額
は
、
相
當
に
過
重
な
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

負
捲
で
あ
る
。
し
か
も
、
實
際
は
六
斗
を
こ
え
る
場
合
も
あ
つ
た
よ
う
で
あ
％
、
加
え
て
、
職
由
の
所
在
地
か
ら
長
安
へ
の
蓮
搬
は
、
佃
民
に
－
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
つ
て
非
常
な
く
る
し
み
で
あ
つ
た
。
場
合
に
よ
つ
て
は
、
租
粟
を
米
に
攣
え
た
上
で
、
輸
邊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
と
う
い
う
歌
態

で
は
、
佃
民
の
手
も
と
に
は
、
牧
穫
物
の
い
く
ら
屯
の
こ
ら
な
か
つ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
佃
民
は
「
希
望
者
を
つ
の
り
、
強
制
的
に
わ
り
つ
け

　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
田
令
の
規
定
は
、
強
制
わ
り
つ
け
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
　
「
佃
種
」
と
い
う
こ

と
ば
の
も
つ
小
作
制
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、
こ
こ
で
は
か
な
り
形
式
的
な
も
の
で
あ
り
、
内
容
と
し
て
は
、
樒
役
螢
働
的
な
性
格
の
つ
よ
い
も

の
で
は
な
か
つ
た
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
「
　
　
，
　
　
　
　
　
　
・
　
　
疇

　
こ
の
よ
う
な
職
田
経
螢
に
充
て
ら
れ
る
紐
民
の
螢
働
力
に
つ
い
て
も
、
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
佃
民
は
、
一
方
で
は
、
租
庸
調
の
負
捲

を
負
わ
さ
れ
た
均
田
農
民
で
あ
つ
た
。
唐
代
の
濫
均
田
農
民
が
、
最
大
の
く
る
し
み
と
し
た
も
の
は
、
實
に
年
間
七
十
日
に
も
達
す
る
径
役
勢
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

と
こ
れ
に
も
ま
し
て
苛
酷
な
兵
役
と
で
あ
つ
て
“
年
ご
と
に
数
を
加
え
る
農
民
流
亡
の
原
因
が
、
こ
の
よ
う
な
勢
働
力
の
牧
奪
に
あ
つ
た
こ
と
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へ

　
　
は
、
史
料
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
口
分
田
に
封
す
る
螢
働
力
の
投
下
量
は
、
ま
こ
と
に
貧
弱
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
す
、
農
民
の
生
計
は
次
第
に
破
壊
さ
れ
て
行
つ
た
。
　
，

　
　
　
こ
う
し
た
生
活
を
基
礎
と
す
る
農
民
の
勢
働
力
の
一
部
が
、
強
制
的
に
職
田
耕
作
に
充
て
ら
れ
、
そ
の
牧
穫
の
大
部
分
が
官
僚
に
牧
奪
さ
れ

　
　
る
と
い
う
關
係
は
、
職
田
耕
作
を
集
約
度
の
た
か
い
も
の
に
し
え
な
か
つ
た
と
お
も
う
。
こ
祐
し
て
、
職
田
の
経
螢
形
態
は
、
小
作
制
の
か
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
ち
を
と
つ
て
も
、
内
容
と
し
て
は
、
樒
役
的
性
格
の
濃
い
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
。
，
　
」
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
一
慮
獅
立
の
生
計
を
も
つ
均
田
農
民
の
螢
働
力
を
利
用
し
て
維
螢
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
経
螢
が
官
僚
制
の
支

　
　
配
系
統
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
二
つ
の
事
實
は
、
被
給
付
官
僚
の
職
田
に
封
す
る
關
係
を
聞
接
的
な
も
の
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
形

　
　
式
と
内
容
と
の
矛
盾
は
、
武
徳
元
年
（
①
ド
◎
。
）
に
お
け
る
職
田
制
施
行
以
來
、
唐
末
に
い
た
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
の
澗
題
を
提
出
し
て
ゆ
く
の
で

　
　
あ
る
。
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
　
　
　
沼
、
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
・
①
雷
の
制
度
的
内
釜
つ
い
て
は
、
大
崎
蓑
「
唐
代
京
官
職
畏
」
，
②
三
霧
照
。
、
　
・
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
（
史
潮
十
二
i
三
・
四
）
参
照
。
　
，
　
　
　
　
　
　
重
、
，
．
⑧
四
節
の
元
穣
の
上
奏
を
滲
魚
。

　
　
　
②
「
其
の
田
、
亦
民
に
借
し
て
佃
植
せ
し
め
、
秋
冬
に
至
り
て
数
を
受
く
　
　
⑨
通
典
二
田
制
下
。
　
　
6

　
　
　
　
る
の
み
」
（
通
典
三
五
職
官
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩
正
役
二
十
日
。
難
樒
約
五
十
日
。
濱
口
重
國
「
唐
に
於
け
る
爾
税
法
以

　
　
　
③
唐
會
要
九
二
内
外
官
職
田
、
天
寳
十
二
載
十
月
勅
・
上
元
元
年
十
月
勅
。
　
　
前
の
穣
役
螢
働
（
上
）
」
（
東
洋
學
報
二
〇
1
四
）
参
照
。
な
お
兵
役
に
つ

　
　
　
④
註
②
滲
照
。
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
し
　
・
も
　
　
い
て
は
、
全
國
の
折
衝
府
約
六
〇
〇
の
う
ち
、
京
畿
が
二
〇
〇
以
上
を

　
　
　
－
⑤
加
藤
繁
「
唐
宋
時
代
の
荘
園
の
組
織
並
に
其
の
聚
落
と
し
て
の
畿
達
に
　
　
　
　
　
占
め
る
。
一
府
の
兵
一
〇
〇
〇
入
（
中
府
）
と
し
て
約
二
〇
萬
人
が
徴

　
　
　
　
就
き
て
」
（
支
那
紹
濟
史
考
諦
上
所
牧
）
。
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
爽
さ
れ
、
る
。

　
　
　
⑥
職
田
の
税
額
は
土
地
の
駅
況
に
磨
じ
て
佃
民
と
合
意
の
上
で
き
め
ら
れ
、
　
⑪
職
田
の
小
伽
的
経
螢
は
む
し
ろ
宋
代
以
後
に
み
ら
れ
る
。
成
準
年
間
に
，

　
　
　
　
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
開
元
の
規
定
で
畝
に
六
斗
を
限
度
と
し
て
い
　
　
　
　
　
始
ま
る
宋
の
職
田
は
、
官
荘
，
・
逃
亡
田
に
浮
客
を
充
嘗
し
て
耕
作
さ
せ

　
　
　
　
る
こ
と
は
、
－
そ
れ
以
上
の
徴
求
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
を
う
か
が
う
こ
　
　
　
　
　
そ
の
租
税
を
免
じ
た
（
宋
史
一
二
五
職
官
志
一
二
）
。

7
9@
　
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
、

3
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3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
職
田
制
は
、
す
で
に
唐
の
初
め
か
ら
動
揺
し
て
い
た
。
貞
観
十
年
（
①
も
。
O
）
、
は
や
ぐ
も
京
官
・
外
官
の
職
田
が
官
牧
さ
れ
、
逃
戸
の
蹄
還
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
た
も
の
や
口
分
田
の
な
い
戸
に
支
給
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
償
と
し
て
、
官
吏
に
樹
し
て
は
、
一
畝
に
つ
遷
二
斗
σ
割
合
で
地
子
を
支
給
し
迄
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
さ
ら
に
、
水
早
の
た
め
、
地
子
の
支
給
を
も
停
止
す
る
が
、
下
僚
た
ち
の
生
活
が
困
窮
す
る
と
い
う
の
で
、
翌
十
一
年
に
は
、
地
子
給
與
を
復

　
　
　
　
り

　
　
活
し
た
。
し
か
し
、
職
田
そ
の
も
の
が
再
給
付
さ
れ
る
の
は
、
貞
観
十
八
年
（
O
艀
①
）
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
と
き
支
給
さ
れ

　
　
た
の
は
、
京
兆
府
及
び
岐
・
同
・
華
・
那
・
坊
等
の
諸
州
の
室
閑
地
や
限
澤
の
可
耕
地
で
あ
つ
て
、
決
し
て
條
件
の
よ
い
既
耕
地
で
は
な
か
つ

　
　
　
の

　
　
た
。
ぼ
ぼ
；
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
ら
が
、
開
元
年
間
に
も
行
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
p

　
　
　
①
關
別
兀
十
年
（
謬
b
。
）
正
月
、
内
外
官
の
職
田
を
牧
め
て
、
逃
還
の
戸
や
無
田
の
貧
戸
に
給
し
、
官
吏
に
は
、
畝
ご
と
二
斗
の
地
子
を
支
給
　
　
㎝

　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
軍
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
②
同
年
六
尺
地
子
の
支
給
を
や
め
燭
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窒
、
F
’
　
．
，
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
③
　
開
元
十
八
年
三
月
、
職
田
を
復
活
す
る
。

　
　
　
④
　
開
元
十
九
年
四
月
、
天
下
諸
州
府
及
び
府
鎭
成
官
等
の
職
田
の
四
至
・
頃
畝
を
記
し
た
籍
帳
を
作
成
。
租
額
は
從
來
の
や
り
方
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
　
　
　
て
定
め
、
畝
に
六
斗
を
こ
え
て
は
な
ら
な
い
。
不
毛
の
地
は
、
畝
に
二
斗
の
割
合
で
地
子
を
給
す
る
。
　
　
　
　
　
’
　
　
、

　
　
右
の
復
活
規
定
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
と
き
も
不
毛
の
地
を
給
せ
ら
れ
た
場
合
が
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
さ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
貞
観
・
開
元
の
二
回
に
わ
た
る
職
田
の
官
牧
が
、
均
田
制
の
實
施
と
密
接
な
關
係
を
も
つ
て
い
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
で
あ
る
。
貞
観
の
場
合
は
、
貞
観
律
令
施
行
の
前
年
の
こ
と
で
あ
り
、
開
元
の
場
合
も
、
大
崎
正
次
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
宇

　
　
丈
融
の
括
戸
政
策
強
行
の
時
期
に
當
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
職
田
制
が
、
均
田
制
の
犠
牲
と
な
つ
て
い
る
事
實
な
、
何
を
物
語
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
の

　
　
あ
ろ
う
か
。



　
　
　
開
元
二
十
九
年
（
謡
ド
）
、
京
官
の
職
田
の
一
部
を
京
畿
か
ら
都
畿
（
河
南
府
附
近
）
へ
移
し
た
こ
之
が
あ
つ
た
が
、
こ
の
と
き
の
勅
文
は
、

　
　
「
京
畿
は
土
地
が
狡
い
上
に
、
人
口
が
多
い
。
丁
を
計
つ
て
給
田
す
る
の
が
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
百
官
の
職
田
が
存
在
す
る

　
　
の
で
・
民
も
官
高
時
籍
足
ざ
芸
こ
と
が
で
遣
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
東
都
の
官
僚
に
は
、
都
畿
に
蛍
て
給
田
し
、
京
畿
に
存
在
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
彼
ら
の
職
田
は
、
貧
戸
に
與
え
よ
」
と
い
つ
て
い
勧
。
こ
れ
に
よ
つ
て
分
る
よ
う
に
、
班
給
地
の
不
足
が
、
開
元
の
職
田
官
牧
を
餓
儀
な
く
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
せ
た
根
本
的
な
原
因
で
あ
ろ
乞
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
班
給
地
不
足
は
何
に
よ
る
か
と
い
え
ば
、
軍
に
人
口
過
剰
だ
け
で
は
片
附
け
ら
れ
な

　
　
い
と
お
も
う
。
租
庸
調
制
と
く
に
徳
役
・
兵
役
制
度
に
よ
る
苛
酷
な
農
民
牧
奪
は
、
均
田
農
民
を
し
て
、
°
さ
ま
ざ
ま
の
抵
抗
に
赴
か
せ
た
。
し
・

　
　
か
し
・
灌
力
の
打
倒
に
ま
で
自
分
た
ち
を
組
織
・
結
集
で
き
な
か
つ
た
當
時
の
農
民
た
ち
に
と
つ
て
は
、
個
女
の
逃
亡
’
が
、
，
も
つ
と
も
並
扇
遍
的

　
　
な
抵
抗
形
式
で
あ
つ
た
。
鄭
保
組
織
・
團
貌
制
度
等
々
の
き
び
し
い
人
身
支
配
の
障
壁
を
こ
え
、
逃
移
の
禁
を
犯
し
て
、
農
民
た
ち
は
、
牧
奪

　
　
の
手
か
ら
の
が
れ
よ
う
と
し
た
。
唐
朝
は
、
こ
う
い
う
租
庸
調
制
の
破
壌
を
ゆ
る
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
て
、
唐
朝
は
、
主
と
し
て
二
　
二

　
　
つ
の
手
段
を
と
つ
た
。
一
つ
は
、
何
と
か
し
て
賦
視
の
減
牧
を
く
い
止
め
る
こ
と
。
そ
れ
に
は
、
逃
戸
の
近
隣
に
代
輸
を
強
制
し
た
り
、
ま
た
、
5

　
　
d
庸
調
以
勢
雑
撃
徴
芒
た
リ
レ
た
（
後
述
）
・
も
三
つ
は
・
逃
戸
を
本
貫
に
つ
れ
戻
す
と
い
う
護
で
あ
り
、
宇
轟
ら
の
括
戸
に
代
「

　
　
表
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
つ
の
や
り
方
は
、
た
が
い
に
矛
盾
し
て
い
た
。
前
者
は
、
ま
す
ま
す
農
民
の
生
活
を
破
壌
す
る
だ
け
で

　
　
あ
つ
た
・
後
者
の
や
芳
は
・
高
に
盤
窮
乏
の
根
本
原
因
を
解
決
し
な
詮
か
り
か
、
た
ま
だ
ま
逃
戸
蓬
還
さ
れ
て
み
れ
ば
、
代
輸
に

　
　
苦
し
ん
だ
近
隣
の
戸
が
、
逃
戸
の
田
宅
を
費
つ
て
納
視
に
充
て
、
富
裕
の
戸
が
買
い
と
つ
て
い
る
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
つ
た
ゆ
炉
の
矛
盾
を

　
　
断
ち
き
る
た
め
に
、
政
府
は
、
逃
戸
の
田
宅
が
元
通
り
に
維
持
さ
れ
る
よ
う
、
く
り
か
え
し
代
輸
を
禁
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
し
か
し
、

　
　
宇
丈
融
一
派
の
括
戸
が
失
敗
に
瞬
し
た
よ
う
に
、
王
公
・
百
官
以
下
富
民
に
い
た
る
ま
で
の
私
的
土
地
所
有
は
、
ま
す
ま
す
ぬ
き
が
た
い
も
の

　
　
と
な
つ
て
行
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
と
く
に
、
開
元
以
後
は
、
玄
宗
の
寵
を
受
け
た
宣
官
た
ち
が
、
京
畿
の
耕
地
の
牟
ば
乃
至
三
分
の
一
を
猫
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
す
る
と
い
う
歌
態
で
あ
つ
亀
。
．
職
田
の
官
牧
、
そ
の
貧
戸
・
逃
還
戸
へ
の
給
田
は
、
こ
の
よ
う
な
逃
亡
の
激
化
．
私
的
土
地
所
有
の
獲
展
と
い
、

謝
　
う
租
庸
調
体
系
の
危
機
の
現
實
に
お
い
て
観
察
す
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
る
と
お
も
う
。



説
　
　
゜
田
冷
に
ょ
れ
ば
、
親
王
が
外
藩
へ
出
る
と
適
、
園
一
頃
を
給
せ
ら
れ
る
が
、
も
し
官
田
が
な
け
れ
ば
、
農
民
の
土
地
を
と
り
上
げ
る
こ
と
が
「

　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ユ

　
　
で
き
た
。
こ
れ
は
特
別
な
例
で
は
あ
る
が
．
職
田
の
場
合
も
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
そ
の
土
地
所
有
に
封
し
、
國
家
の
強
椹
（
す
な
わ
ち
農

　
　
民
の
無
構
利
）
が
支
え
と
な
つ
て
い
た
猛
お
も
わ
れ
る
。
貞
観
年
間
の
官
牧
に
際
し
て
も
、
そ
の
勅
文
に
、
「
内
外
官
の
職
田
が
、
百
姓
を
侵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
、
さ
ん
こ
と
を
恐
れ
る
」
と
い
つ
て
い
る
。
こ
う
し
た
強
灌
に
よ
る
土
地
所
有
が
、
あ
た
ら
し
い
土
地
所
有
の
方
向
に
お
い
て
お
こ
つ
て
く
る
さ

　
　
ま
ざ
ま
の
現
象
i
逃
亡
．
私
有
地
の
獲
生
な
ど
ー
と
激
突
し
、
官
牧
、
荒
地
へ
の
轄
換
と
い
う
か
た
ち
で
敗
退
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
以
上
で
ぼ

　
　
ぼ
あ
き
ら
か
に
な
つ
た
と
お
も
う
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
律
令
的
な
官
僚
制
の
危
機
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
危
機
に
立
つ
官
・

　
　
僚
制
が
、
そ
の
後
ど
う
攣
貌
し
、
ま
た
、
そ
れ
が
、
職
田
制
の
な
か
で
ど
う
い
う
問
題
を
生
み
出
し
て
く
る
か
を
、
以
下
で
の
べ
な
け
れ
ば
な

　
　
ら
な
い
o
　
，
自
　
　
　
　
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
・
胃
　
　
，
－

⑳
翻
墾
鯉
顯
匹
　
・
、
¶
°
　
　
、
　
’
　
蝶
舘
雛
麗
麗
鰻
繍
製
勤
“
漏
砒
蕩
槍
匹

③
唐
會
要
九
三
諸
司
諸
色
本
鏡
上
　
　
　

．
　
　
　
　
　
　
一
　
－
屯
田
は
、
京
畿
農
民
の
純
然
た
る
径
役
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
す
、
却
つ
て
　
｝

④
醤
唐
書
八
玄
宗
上
・
唐
會
要
九
二
内
外
官
職
田
　
　
　
　
　
　
　
　
困
難
で
、
不
實
行
に
絡
つ
た
（
醤
唐
書
九
八
李
元
紘
傳
）
。

⑤
唐
會
要
九
二
内
外
官
職
田
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
⑩
唐
會
要
九
二
内
外
官
職
田

⑥
同
右
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
貞
観
の
揚
合
竜
、
職
田
制
と
均
田
制
と
の
矛
盾
と
い
う
貼
で
は
、
開
元
・

⑦
冊
府
元
亀
五
〇
六
俸
緑
二
な
お
こ
れ
は
地
方
官
の
場
合
で
あ
る
が
、
　
、
　
　
の
場
合
と
基
本
的
な
差
は
な
鵬
。
こ
の
節
の
末
尾
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
通
典
二
田
制
下
所
引
の
田
令
で
は
、
京
官
・
外
官
に
共
通
な
租
額
の
規
　
　
⑫
こ
の
時
代
の
唐
朝
の
逃
戸
封
策
や
代
輸
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は
、
す
で

　
定
が
あ
り
、
こ
の
揚
合
と
内
容
が
一
致
す
る
の
で
、
本
文
の
開
元
十
九
　
　
　
　
　
に
玉
井
是
博
「
唐
時
代
の
肚
會
史
曲
考
察
」
（
支
那
鮭
會
経
、
濟
史
研
究

　
年
の
勅
は
京
官
に
も
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
牧
）
に
指
摘
。

⑧
同
氏
前
掲
論
交
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㌃
　
　
　
⑬
賓
治
通
鑑
一
＝
ヨ
開
元
十
八
年
十
一
月
の
條

⑨
職
田
欄
が
當
時
の
官
僚
に
と
つ
て
大
し
た
重
要
性
を
も
た
な
か
つ
た
と
　
　
⑭
通
典
二
田
制
下
　
　
－

　
考
え
れ
ば
、
事
は
か
ん
た
ん
で
あ
る
。
し
か
し
、
貞
観
の
官
牧
の
際
に
∫
　
　
⑯
唐
會
要
九
二
内
外
官
職
田



三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
天
寳
期
以
後
、
職
田
制
内
部
の
矛
盾
が
、
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
を
と
つ
て
顯
著
と
な
つ
て
く
る
。
天
寳
十
二
載
（
瞬
も
。
∀
十
月
、
「
爾
京
の
百

　
　
官
の
職
田
租
は
、
從
來
佃
民
を
し
て
自
ら
輸
途
ぜ
し
め
た
。
し
か
し
、
道
の
り
も
と
お
く
、
勢
苦
・
入
費
は
ひ
と
と
お
り
で
は
な
い
。
今
後
は
、

　
　
職
田
の
所
在
地
が
、
京
城
よ
り
五
十
里
以
内
な
ら
ば
從
來
ど
お
り
、
そ
れ
よ
り
以
遠
は
、
蓮
賃
を
加
え
て
所
管
の
州
縣
に
貯
納
し
、
京
官
が
直

　
　
接
受
領
に
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。
そ
の
運
賃
は
、
「
五
十
里
以
遠
は
毎
斗
二
丈
、
百
里
以
遠
は
三
丈
以
内
」
と
さ
だ
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
佃
民
自
疋
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
途
」
の
原
則
を
や
ぶ
つ
た
。
こ
の
改
正
の
う
ら
に
は
、
蓮
租
に
鋼
す
る
佃
民
の
反
封
が
想
像
さ
れ
る
。
し
が
し
、
こ
の
敬
革
は
、
官
僚
に
と
つ
　
　
，

　
　
て
ま
す
ま
す
不
利
な
事
態
を
ま
ね
い
た
。
す
な
わ
ち
、
職
田
租
を
州
縣
で
一
時
保
管
し
て
い
る
あ
い
だ
に
、
州
縣
の
所
由
に
よ
つ
て
横
領
さ
れ
、

　
　
京
官
の
手
に
入
ら
な
く
な
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
と
く
に
「
閑
…
司
（
重
要
で
な
い
職
）
」
に
と
つ
て
大
き
な
打
撃
で
あ
つ
た
。
ご
の
た
め
、
　
～
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
上
元
元
年
（
『
8
）
十
月
、
政
府
は
ふ
た
た
び
「
佃
民
自
逸
」
の
原
則
に
か
え
ら
ね
ば
な
ら
な
ぐ
な
つ
た
。
當
時
は
安
史
の
臨
の
さ
な
か
で
あ
り
、
7

　
　
爾
都
附
近
は
混
勢
極
に
達
し
て
い
た
・
ξ
い
う
政
治
危
機
の
も
と
で
・
唐
朝
の
支
配
体
制
は
ル
ー
ズ
と
な
り
・
右
の
よ
う
な
現
象
を
ひ
き
一

　
　
お
こ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
も
、
州
縣
に
経
螢
と
管
理
を
委
ね
て
い
る
職
田
制
の
寄
生
的
な
性
格
に
負
う
黙
が
大
き
い
と
塘
も
う
。

　
　
中
央
集
権
的
な
権
力
組
織
が
動
揺
す
れ
ば
、
職
田
制
も
ま
た
た
だ
ち
に
深
刻
な
打
撃
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
制
度
自
体
に
内
在
す

　
　
る
矛
盾
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
矛
盾
の
第
一
の
あ
ら
わ
れ
が
、
安
史
の
齪
を
契
機
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
ひ
き
お
こ
し
た
の
で
あ
つ

　
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
訊
’
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
「

　
　
　
九
年
に
わ
た
る
安
史
の
齪
が
、
よ
う
や
く
鎭
静
に
露
し
た
と
き
、
こ
れ
に
ぴ
き
つ
づ
い
て
、
京
畿
は
第
二
の
危
機
に
直
面
し
た
。
申
國
西
北
　
　
、

　
　
方
に
鵬
慶
さ
れ
て
い
た
吐
蕃
が
、
廣
徳
元
年
（
刈
①
○
ゆ
）
以
來
、
關
中
ふ
か
く
南
侵
し
て
き
た
の
で
あ
つ
た
。
從
來
、
朧
右
地
方
に
お
け
る
吐
蕃
防

　
　
衛
は
、
山
東
の
兵
に
ょ
つ
て
な
さ
れ
て
い
た
が
、
安
史
の
齪
の
た
め
、
こ
の
地
方
の
邊
防
が
手
う
す
と
な
つ
た
。
こ
れ
に
乗
じ
た
吐
蕃
は
、
次

細
　
第
に
西
北
部
敬
十
州
を
占
嫁
し
、
さ
ら
に
京
畿
へ
長
駆
し
、
つ
い
に
長
安
入
城
に
成
功
し
た
。
代
宗
は
華
州
へ
避
難
し
た
。
官
吏
は
逃
匿
し
た
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

8
4
@
禁
軍
は
戦
わ
す
し
て
散
亡
し
、
所
在
で
掠
奪
を
行
つ
た
。
こ
の
無
秩
序
の
な
が
で
、
禁
軍
の
一
將
校
は
、
長
安
の
悪
少
年
を
組
織
し
て
吐
蕃
を
．

3　
　
追
い
彿
い
、
京
兆
≠
を
自
構
し
て
政
府
を
樹
て
よ
う
と
し
た
が
、
郭
子
儀
の
ひ
き
い
る
官
軍
が
入
城
す
る
や
、
も
ろ
く
も
つ
い
え
た
。
彼
ら

　
　
（
諸
軍
の
逃
亡
兵
や
悪
少
年
た
ち
）
は
山
谷
に
亡
命
し
て
、
頑
強
に
官
軍
と
職
つ
た
が
、
　
つ
い
に
掃
蕩
さ
れ
た
。
長
安
の
批
丁
た
ち
は
、
徴
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
　
を
拒
ん
で
、
城
壁
を
こ
え
て
逃
亡
し
た
。
京
畿
の
周
邊
に
散
在
す
る
諸
軍
鎭
に
封
し
て
し
も
、
唐
朝
の
威
令
は
行
わ
れ
が
潅
か
つ
た
。
こ
の
よ
う

　
　
な
歌
況
下
に
お
い
で
、
律
令
的
な
人
身
支
配
は
、
ほ
と
ん
ど
壌
滅
し
た
に
ひ
と
し
か
つ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
軍
費
の
捻
出
に
窮
し
た
結
果
、
青

　
　
苗
銭
・
什
一
の
税
な
ど
の
臨
時
徴
牧
が
行
わ
れ
た
。
江
准
地
方
の
資
源
を
つ
か
む
た
め
に
、
劉
嬰
が
塩
鐵
と
輻
蓮
の
爾
使
を
兼
ね
た
。
京
官
の

　
　
俸
豫
に
も
課
税
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
職
田
制
も
犠
牲
を
免
れ
な
か
つ
た
。
廣
徳
二
年
以
來
四
年
の
間
、
職
田
租
の
牛
ば
も
し
く
は
三
分
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
が
、
軍
糧
に
充
て
ら
れ
た
5
5
京
官
た
ち
は
、
衣
服
が
な
ぐ
て
紙
を
着
る
と
い
う
困
窮
ぶ
り
で
あ
つ
た
。

　
　
　
吐
蕃
の
侵
冠
は
食
い
止
め
ら
れ
た
。
し
が
し
、
安
史
の
齪
以
來
十
数
年
に
お
よ
ぶ
紛
齪
が
、
京
畿
に
封
す
る
唐
朝
支
配
に
あ
た
え
た
影
響
に
　
　
一

　
　
つ
い
て
は
、
な
お
、
検
討
を
必
要
と
す
る
。
外
冠
の
の
ち
、
約
十
年
を
経
て
、
代
宗
朝
は
女
の
徳
宗
朝
と
交
替
し
た
。
垂
期
的
な
爾
税
法
体
制
　
8

　
　
は
・
薪
帝
の
帥
位
篁
年
建
中
元
年
（
§
）
に
開
始
さ
れ
る
・
爾
税
法
に
蛍
て
・
租
庸
調
制
の
人
身
的
牧
奪
は
肇
さ
れ
、
資
産
響
蒙
一

　
　
と
す
る
課
税
法
が
探
用
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
租
庸
調
制
の
最
も
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
た
樒
役
は
消
滅
し
、
租
税
形
態
は
現
物
も
し
k
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
貨
幣
と
な
る
。
こ
う
し
た
税
制
改
革
の
う
ら
づ
け
と
し
て
、
口
分
田
は
、
「
永
業
」
た
る
こ
と
が
公
認
さ
れ
、
ま
た
、
爾
税
地
と
よ
ば
れ
た
。
農

　
　
民
の
土
地
に
封
す
る
権
利
は
、
い
く
ら
か
保
諮
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
大
き
な
支
配
体
制
の
攣
化
は
、
建
申
元
年
の
爾
税
法
施
行
令
に
よ
つ

　
　
て
一
墨
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
唐
初
以
來
、
租
庸
調
制
の
矛
盾
を
補
う
も
の
と
し
て
、
地
視
や
戸
視
が
徴
牧
さ
れ
て
い
た
。
地
税

　
　
は
本
來
義
倉
米
で
あ
つ
た
が
、
義
倉
の
制
は
安
史
の
齪
後
す
た
れ
、
地
税
そ
の
も
の
は
、
中
央
會
計
の
な
か
で
重
要
な
部
分
を
占
め
る
よ
う
に

　
　
　
　
　

　
　
な
つ
た
。
京
兆
府
の
地
視
は
、
夏
税
・
秋
税
と
も
構
し
た
が
、
大
暦
元
年
（
刈
Φ
α
）
の
什
一
の
税
の
慶
止
の
あ
と
を
う
け
て
、
犬
暦
四
年
（
蕊
り
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
そ
の
税
率
を
ぴ
き
上
げ
た
6
8
戸
税
は
、
官
吏
の
俸
鍍
に
充
つ
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
も
大
暦
四
年
に
税
率
を
ひ
き
上
げ
、
次
第
に
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
目
的
に
輻
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
為
。
官
吏
の
俸
鍍
は
、
そ
の
財
源
を
青
苗
鐘
に
も
と
め
た
。
青
苗
鏡
は
、
廣
徳
こ
年
（
『
2
）
1
一
読
に
は
大



　
　
暦
元
年
（
鴫
①
①
）
i
に
始
ま
る
。
’
租
庸
調
以
外
の
こ
う
し
た
税
目
が
、
國
家
財
政
の
表
面
に
あ
ら
わ
れ
て
ゆ
き
、
結
局
、
爾
税
と
し
て
統
合
さ
れ

　
　
た
こ
と
は
、
從
來
か
ら
し
ば
し
ば
読
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
地
視
や
戸
税
が
、
．
そ
の
本
來
の
目
的
を
は
な
れ
、
國
家
財

　
　
政
上
飛
躍
的
な
重
要
さ
を
増
し
た
時
期
が
、
代
宗
朝
の
初
年
に
あ
た
つ
て
い
る
事
實
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
・

　
　
　
以
上
の
よ
う
な
視
制
改
革
の
過
程
は
、
ま
た
、
唐
朝
の
農
民
把
握
の
攣
貌
過
程
と
も
密
接
に
連
關
す
る
。
唐
朝
の
逃
戸
封
策
は
、
天
寳
以
前

　
　
に
お
い
て
は
、
前
節
に
の
べ
た
と
お
り
、
逃
戸
の
奮
田
宅
を
維
持
し
て
そ
の
露
還
を
期
待
し
、
こ
う
し
て
ふ
た
た
び
租
庸
調
体
系
の
も
と
に
編

　
　
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ
の
方
針
は
、
逃
移
を
み
と
め
な
い
律
令
の
原
理
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
安
史
の
齪
以
後
は
、

　
　
や
L
政
策
の
輻
換
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
。
廣
徳
二
年
（
『
＄
）
、
「
浮
客
が
他
の
逃
戸
の
田
宅
に
土
著
す
る
こ
と
を
の
ぞ
ん
だ
場
合
に
は
、
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
　
ゆ
る
し
、
逃
戸
が
編
還
し
て
も
返
還
に
は
及
ば
な
い
。
そ
し
て
、
逃
戸
に
は
別
に
給
田
す
る
」
こ
と
を
冷
し
た
。
ま
た
大
暦
元
年
腐
①
①
）
の
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
に
は
、
「
蹄
還
し
た
逃
戸
の
田
宅
が
す
で
に
他
人
の
手
に
渡
つ
て
い
る
と
き
は
P
逃
死
の
戸
の
田
宅
を
代
給
す
る
」
と
の
べ
て
い
る
。
天
寳
末
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
の
編
戸
九
百
萬
戸
か
ら
、
三
百
萬
戸
足
ら
す
に
激
減
し
た
當
時
の
事
情
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
律
令
制
の
原
則
に
固
執
で
き
す
、
急
速
に
編
戸
　
9

　
　
籔
の
増
加
を
圖
ら
遅
な
ら
な
か
つ
た
覇
の
苦
慮
が
う
か
が
わ
れ
る
・
あ
よ
う
な
逃
戸
饗
の
翼
に
封
辱
る
も
の
と
し
て
、
客
戸
へ
」

　
　
の
課
税
も
ま
た
、
當
時
に
始
ま
つ
た
現
象
で
あ
る
。
寳
鷹
二
年
黛
O
も
ゆ
）
に
は
、
客
戸
で
田
地
を
買
得
し
た
も
の
は
、
蕪
園
内
に
あ
る
と
否
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
o

　
　
か
か
わ
ら
す
編
戸
と
な
し
、
課
税
の
樹
象
と
し
た
。
ま
た
、
大
暦
四
年
の
戸
税
増
徴
（
前
述
）
に
際
し
て
は
、
客
戸
に
も
賦
課
す
る
こ
と
を
定

　
　
　
　
　
　
の

　
　
め
て
い
急
。
「
戸
に
土
客
な
く
∂
見
居
を
以
て
簿
を
つ
く
る
」
と
い
う
爾
税
法
の
原
理
は
、
は
や
く
も
こ
t
に
、
は
つ
き
り
と
見
ら
れ
る
。
こ

　
　
う
し
て
租
庸
調
制
か
ら
爾
視
法
へ
の
過
程
は
、
す
で
に
代
宗
朝
の
初
期
に
、
明
確
に
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
安
史
の
齪
お
よ
び
こ

　
　
れ
に
つ
づ
く
吐
蕃
入
憲
の
な
か
で
、
唐
朝
の
律
令
的
な
人
身
支
配
は
深
刻
な
打
撃
を
受
け
、
こ
こ
に
ひ
と
つ
の
活
路
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
く

　
　
な
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
き
の
職
田
租
の
供
軍
ば
、
、
ま
こ
と
に
こ
の
よ
う
な
農
民
把
握
の
危
機
と
財
政
危
機
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
結
果
で
あ

　
　
つ
た
。
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

蹴
　
　
径
役
・
兵
役
制
度
の
栓
桔
の
も
と
で
、
口
分
田
に
封
す
る
集
約
的
な
螢
働
力
の
投
下
を
妨
害
さ
れ
て
い
だ
農
民
た
ち
は
、
十
敷
年
の
宰
齪
を



謝
　
契
機
と
し
て
、
土
地
保
有
権
を
獲
得
し
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
あ
な
ら
し
い
爾
税
決
の
段
階
に
お
い
で
、
職
田
制
は
ど
う
い
う
歌

　
　
態
で
あ
つ
た
か
。
論
理
上
か
ら
云
え
ば
、
径
役
的
な
性
格
を
も
つ
職
田
制
は
、
爾
税
法
体
制
と
は
矛
盾
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
實
際
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
依
然
と
し
て
唐
初
以
來
の
方
式
を
固
守
し
て
い
た
。
史
料
の
上
で
は
、
大
中
三
年
（
○
。
お
）
ま
で
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
為
。
當
時
の
官
僚
た

　
　
ち
の
法
論
理
は
、
職
田
は
、
「
希
望
者
を
つ
の
つ
て
経
螢
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
」
ま
た
、
「
佃
種
」
で
あ
つ
て
「
徳
役
」
で
は
な
い
と
し
た
の
で

　
　
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
噸
方
で
は
、
こ
の
矛
盾
し
た
法
論
理
を
打
ち
破
る
だ
け
の
力
が
、
ま
だ
農
民
の
側
に
た
く
わ
え
ら
れ
て
い
な
い
事
實
も

　
　
み
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
お
も
う
。
爾
視
法
は
、
た
し
か
に
、
農
民
に
永
久
的
農
地
保
有
穫
を
み
と
む
た
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
牧
奪
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
れ
る
爾
税
は
、
從
來
の
租
庸
調
な
ど
を
現
物
・
貨
幣
に
攣
形
さ
せ
た
も
の
で
あ
つ
て
“
政
府
は
、
そ
の
大
部
分
を
螢
役
の
雇
傭
費
に
充
て
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
な
か
で
も
、
諸
藩
鎭
の
兵
士
（
官
健
）
の
衣
食
費
と
な
つ
為
。
こ
う
し
て
、
か
つ
て
の
樒
役
は
、
官
健
な
ど
の
專
業
螢
働
へ
輻
移
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　

ﾉ
よ
つ
て
始
め
て
、
養
の
生
活
か
ら
分
讐
た
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
養
が
自
由
に
な
る
導
は
な
か
つ
稽
蚕
の
磯
｝

　
　
後
、
唐
朝
は
全
國
的
に
藩
鎭
体
制
を
布
い
た
が
、
こ
の
大
規
模
な
軍
事
組
織
は
、
成
長
し
て
ゆ
く
地
主
・
商
人
・
農
民
の
抑
墜
手
段
で
あ
ら
、
　
1
0

　
　
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
爾
視
戸
は
、
そ
の
ぼ
う
大
な
軍
隊
維
持
費
を
牧
奪
さ
れ
る
と
い
う
二
重
の
支
配
を
受
け
た
の
で
あ
つ
た
。
　
一
方
、
官
健
自
　
　
一

　
　
体
は
、
破
％
の
奴
隷
的
な
待
遇
の
改
善
を
要
求
し
て
、
し
ば
し
ば
兵
攣
を
お
こ
し
、
ま
た
は
、
藩
鎭
そ
の
も
の
を
牛
猫
立
的
な
方
向
へ
す
x
め

　
　
　
　
　
ぬ

　
　
て
行
つ
悔
。
こ
う
し
た
要
求
を
容
れ
る
に
せ
よ
、
こ
れ
を
堅
殺
す
る
に
せ
よ
、
唐
朝
の
財
政
支
出
は
、
多
額
の
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
そ
の
負
憺
は
、
當
然
爾
税
戸
へ
鱒
嫁
さ
れ
た
。
し
た
が
つ
て
、
農
民
は
依
然
と
し
て
逃
亡
の
途
を
え
ら
ば
ね
ば
な
ら
な
か
つ
辱
地
主
の
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
所
有
、
商
人
の
資
本
蓄
積
も
、
非
常
な
国
難
の
場
に
立
た
さ
れ
趨
。
爾
税
戸
と
し
て
の
こ
の
よ
う
な
弱
さ
を
、
農
民
が
克
服
す
る
た
め
に
は
、
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
㌧
あ
る
い
は
、
官
健
と
の
連
帯
性
を
つ
く
り
上
げ
、
ま
た
、
彼
ら
自
身
が
武
装
組
織
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
は
な
い
が
と
お
も
わ
れ
る
。

　
　
し
か
し
、
唐
朝
の
足
場
で
あ
る
京
畿
で
は
、
な
お
困
難
な
情
況
下
に
あ
つ
た
。
職
田
制
は
、
こ
の
よ
う
な
被
支
配
者
間
の
わ
れ
目
に
足
を
ふ
ま
～

　
　
え
て
、
な
が
く
存
績
し
て
行
つ
た
。

　
　
　
④
唐
會
要
九
二
内
外
官
職
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
冊
府
元
亀
五
〇
六
俸
隷
こ
．



③
賓
治
通
鑑
二
二
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑭
奮
唐
書
四
八
食
貨
志
上

④
河
中
・
邪
寧
に
お
け
る
兵
士
の
反
抗
、
華
州
に
お
け
る
周
智
光
の
反
鑑
。
　
⑯
唐
會
要
九
二
内
外
官
職
田

⑤
冊
府
元
亀
五
〇
六
俸
徐
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑰
谷
川
道
雄
「
唐
代
の
藩
鎭
に
っ
い
て
」
（
史
林
三
五
i
三
）

⑥
雨
税
法
創
設
後
、
農
民
保
有
地
は
雨
税
地
と
よ
ば
れ
、
そ
こ
に
は
「
永
　
　
⑱
「
天
下
の
兵
戎
、
給
を
縣
官
に
仰
ぐ
者
八
十
三
萬
絵
人
…
…
寧
ね
爾
戸

　
業
」
と
い
う
概
念
が
新
た
に
附
與
さ
れ
た
ら
し
い
。
次
節
の
元
種
の
上
　
　
　
　
　
を
以
て
一
兵
に
資
す
」
（
奮
唐
書
一
四
憲
宗
）
と
い
う
李
吉
甫
の
元
和
國
　
　
　
、

　
奏
を
見
よ
。
な
お
「
永
業
」
の
語
は
、
唐
會
要
八
五
逃
戸
に
も
ニ
ケ
所
　
　
　
　
　
計
驚
の
表
現
、
－
「
長
慶
の
戸
口
凡
そ
三
百
三
十
五
萬
に
し
て
、
兵
額
又

　
見
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
九
十
九
萬
な
り
。
通
計
す
る
に
三
戸
に
し
て
一
兵
に
賓
奉
す
」
（
醤

⑦
濱
口
重
國
「
唐
代
の
地
税
に
つ
い
て
」
（
東
洋
學
報
二
〇
1
一
）
・
鈴
木
　
　
　
唐
書
一
七
下
交
宗
）
と
い
う
王
彦
威
の
供
軍
圖
の
表
現
、
ま
た
、
「
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
俊
「
唐
の
夏
税
・
秋
税
に
つ
い
て
」
（
加
藤
博
士
選
暦
記
念
東
洋
史
集
説
）
　
　
　
　
天
下
の
常
兵
百
萬
を
下
ら
す
、
皆
築
民
に
衣
食
す
。
歳
に
費
を
度
る
に
、

⑧
鈴
木
俊
同
右
論
丈
な
お
什
一
の
税
の
慶
止
は
農
民
の
逃
亡
が
原
因
で
　
、
　
　
率
ね
中
戸
五
に
t
て
僅
か
に
能
く
一
兵
を
活
か
す
の
み
」
（
孫
樵
集
六

　
あ
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
復
佛
寺
奏
）
と
い
う
唐
末
の
人
孫
樵
の
表
現
は
、
何
れ
竜
こ
う
し
た
爾

3

⑨
鈴
木
俊
「
唐
の
戸
税
と
青
苗
鏡
と
の
關
係
に
就
て
」
（
池
内
博
士
還
暦
記
　
　
　
税
法
時
代
の
財
政
の
性
格
を
よ
く
物
語
つ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
念
東
洋
史
論
叢
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
得
役
の
農
民
か
ら
の
分
離
過
程
に
つ
い
て
は
、
濱
口
重
國
「
唐
に
於
け
　
ー

⑩
同
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
雨
税
法
以
前
の
樒
役
勢
働
（
下
）
」
（
東
洋
學
報
一
＝
1
一
）
参
照
。
　
　
一

⑳
唐
會
要
八
五
逃
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
谷
川
道
雄
前
掲
論
丈

⑫
同
右
な
お
こ
こ
に
い
う
逃
死
戸
と
は
、
聾
遼
の
見
込
み
の
な
い
も
の
　
　
⑳
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
他
日
詳
論
の
豫
定
で
あ
る
。

　
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
谷
川
道
雄
前
掲
論
丈

⑬
唐
魯
要
八
四
戸
口
敷
　
　

、
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
働
地
主
．
商
人
の
周
題
に
つ
い
て
は
次
節
に
ふ
れ
る
。

⑭
唐
會
要
八
五
籍
帳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

四

　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
九
世
紀
以
後
は
、
職
田
制
の
内
部
に
、
大
き
な
攣
化
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
長
慶
元
年
（
○
。
b
。
H
）
七
月
の
勅
に
、
「
京
畿
に

　

3
8
@
お
け
る
百
官
の
職
田
は
、
ち
か
ご
ろ
所
在
の
州
縣
の
所
由
に
よ
つ
て
侵
奪
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
彼
ら
は
貧
戸
を
強
制
し
て
、
荒
地
を
佃
作
さ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8
8
@
廿
て
い
る
。
百
姓
の
流
亡
の
原
因
は
、
°
大
牛
こ
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
京
兆
府
は
よ
ろ
し
く
農
民
に
均
等
に
わ
り
つ
け
よ
L
と
い
つ
て
い
る
。

3　
　
ま
た
、
同
じ
ピ
ろ
同
州
刺
史
で
あ
つ
た
元
旗
は
、
次
の
よ
う
な
上
奏
を
行
つ
て
い
る
。
「
同
州
の
爾
税
地
の
爾
税
は
、
毎
畝
粟
九
升
五
倉
、
草

　
　
四
分
゜
地
頭
・
罹
酒
銭
合
計
二
十
一
文
以
下
で
あ
り
ま
す
が
、
京
官
・
州
縣
官
の
職
田
の
租
は
、
毎
畝
お
よ
そ
粟
三
斗
．
草
三
束
．
脚
銭
百
二

　
　
十
文
で
あ
り
ま
す
。
京
官
の
上
司
の
職
田
の
場
合
は
、
農
民
は
、
も
み
す
り
を
し
、
車
を
雇
つ
て
蓮
搬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
正
税
に

　
　
比
べ
て
四
倍
近
く
の
負
憺
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
あ
ま
り
に
負
捲
が
重
い
た
め
、
州
縣
は
、
毎
年
農
民
に
強
制
的
に
わ
り
あ
て
x
佃
作
さ
せ
ま

　
　
す
が
、
そ
れ
も
、
あ
ち
ら
の
村
へ
一
畝
、
こ
ち
ら
の
村
ヘ
ニ
畝
と
い
う
工
合
に
分
散
し
て
わ
り
つ
け
、
あ
る
い
は
、
町
中
に
佳
ん
で
い
る
も
の

　
　
に
も
租
額
を
わ
り
ウ
け
て
い
る
歌
態
で
あ
り
ま
す
。
…
…
人
民
の
苦
し
み
と
し
て
、
こ
れ
以
上
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
慶
元
年
滝
月
の
赦

　
　
文
（
前
出
…
引
用
者
）
に
よ
れ
ば
、
京
兆
府
の
職
田
は
、
す
べ
て
の
戸
に
均
配
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
同
州
で
も
、
同
様
の

　
　
措
置
が
必
要
か
と
考
え
ま
す
。
こ
い
ね
が
わ
く
は
、
識
田
そ
σ
他
を
一
切
養
に
開
放
し
て
永
業
と
な
し
、
そ
こ
か
ら
他
の
爾
税
地
と
同
楚
一

　
　

ｳ
税
濃
・
椌
婆
姦
牧
し
、
拳
桑
も
從
來
の
職
田
租
額
に
充
た
な
い
部
分
は
、
爾
税
墾
体
の
夏
秋
爾
健
遠
て
覆
さ
鷲
こ
囎

　
　
と
を
云
々
，
」
ま
た
、
寳
暦
元
年
（
◎
Φ
b
。
呂
四
月
の
制
に
は
、
「
京
畿
に
散
在
す
る
百
官
の
職
田
は
嘱
も
と
一
定
の
田
地
に
お
い
て
租
佃
さ
せ
て
い

　
　
た
が
・
現
在
は
佃
戸
が
流
亡
し
、
監
督
官
吏
は
、
、
實
歌
に
合
わ
な
い
ま
ま
で
、
租
額
を
出
さ
せ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
「
職
月
の
租
は
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
農
民
全
体
に
ふ
り
あ
て
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
京
兆
府
と
屯
田
郎
中
と
は
、
よ
く
審
議
し
て
意
見
を
具
申
せ
よ
吃
と
い
つ
て
い
る
。
，
さ
ら
に
、

　
　
周
藤
吉
之
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
鴎
、
會
昌
五
年
（
・
・
§
正
月
の
整
に
は
、
、
畿
内
の
讐
は
、
形
警
に
奪
わ
れ
て
、
奪
奮
地
と
輻

　
　
饗
れ
・
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
す
、
縣
司
は
、
從
來
の
額
面
ど
お
り
の
地
子
を
納
入
喜
て
い
る
か
ら
、
各
縣
令
は
よ
姦
分
し
て
簗
日
を
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
く
り
・
面
積
゜
四
至
を
報
告
せ
よ
」
と
命
じ
て
い
嶺
。
こ
の
敏
例
に
よ
る
と
、
①
九
世
紀
以
後
、
京
官
の
職
田
は
多
く
原
形
を
失
い
、
②
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
は
、
州
縣
の
所
由
や
形
勢
戸
の
侵
奪
に
よ
届
こ
と
が
多
㌔
⑧
し
か
も
彼
ら
は
、
貧
農
を
強
制
し
て
荒
地
を
佃
作
さ
せ
た
り
、
非
農
家
に
わ
り

　
　
つ
け
た
り
し
て
、
租
額
だ
け
は
と
も
か
く
も
徴
牧
し
て
お
り
、
㈲
こ
の
た
め
、
農
民
の
困
窮
・
流
亡
が
は
げ
し
く
、
⑤
こ
の
ぽ
う
な
状
況
遼
打

　
　
開
す
る
た
め
に
・
政
府
や
一
部
の
官
僚
は
・
農
民
全
体
に
わ
り
あ
て
て
負
憺
の
輕
減
を
は
か
ろ
う
と
し
た
等
々
の
ど
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う



　
　
な
事
情
は
、
す
で
に
代
宗
朝
禾
期
。
徳
宗
朝
初
期
ご
ろ
か
ら
訳
第
に
進
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
暦
十
四
年
（
謡
¢
）
八
’
月
に
は
、
天
暫
戸
九

　
　
載
（
謡
O
）
以
來
す
た
れ
て
い
た
職
田
責
籍
の
正
確
な
作
成
を
命
じ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
貞
元
改
元
（
刈
。
。
α
）
大
赦
の
制
に
は
、
「
悪
ら
つ
な
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
吏
が
職
田
地
を
移
動
し
た
り
す
る
た
め
、
貧
民
は
非
常
に
苦
し
ん
で
逃
亡
す
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
　
　
　
、
　
　
　
　
　
U
　
　
　
．
一

　
　
　
さ
て
、
こ
う
し
た
こ
と
が
ら
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
意
味
に
つ
い
て
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
先
づ
、
そ
の
核
心
で
あ
る
所
由
．
形

　
　
勢
戸
の
職
田
侵
奪
は
、
ど
う
い
う
條
件
の
も
と
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
唐
朝
の
直
轄
地
と
も
い
う
べ
き
京
畿
の
支
配
体
制
が
、
こ
の
よ

　
　
う
な
攣
質
を
受
げ
て
い
る
事
實
は
、
そ
の
背
後
に
、
大
き
な
政
治
的
攣
革
を
豫
想
さ
せ
る
。
こ
の
黙
、
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
怯
で
’

　
　
き
な
い
が
、
こ
こ
で
、
京
畿
地
方
の
藩
鎭
化
と
い
う
事
實
を
あ
げ
た
い
と
お
も
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
河
北
三
鎭
を
始
め
と
す
る
反
申
央
的
藩
鎭
の
成
長
、
京
畿
内
部
に
お
け
る
反
唐
朝
氣
運
の
醸
生
、
こ
の
二
面
か
ら
の
腰
力
に
よ
つ
て
、
中
央

　
　
政
府
は
、
自
ら
強
大
な
軍
隊
を
も
つ
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。
し
か
し
、
從
來
か
ら
の
禁
軍
は
全
く
弱
体
化
し
て
い
た
の
で
、
神
策
軍
が
そ
の
役
　
　
一

　
　
割
を
は
た
す
こ
と
に
な
つ
た
。
神
策
軍
は
も
と
も
と
吐
蕃
防
禦
の
た
め
に
お
か
れ
た
朧
右
の
一
軍
鎭
で
あ
つ
た
が
、
安
史
の
臨
中
南
下
し
て
陳
　
1
3

　
　
州
防
衛
に
活
躍
し
た
。
代
宗
時
代
に
は
・
禁
軍
の
主
力
と
な
り
・
京
城
の
警
備
に
當
る
と
同
時
に
、
そ
の
周
邊
に
外
鎭
を
置
い
て
、
次
第
に
地
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

　
　
方
の
藩
鎭
と
類
似
し
た
構
造
を
も
つ
よ
う
に
な
つ
た
。
そ
の
最
盛
期
憲
宗
朝
（
○
。
O
①
ー
◎
。
b
。
O
）
の
兵
力
は
、
十
五
萬
を
下
ら
な
か
つ
た
と
い
う
。

　
、
代
宗
時
代
、
神
策
禁
軍
を
掌
握
し
た
宣
官
た
ち
は
、
こ
の
ぼ
う
大
な
兵
力
を
維
持
す
る
た
め
に
、
長
安
の
無
頼
を
手
先
き
と
し
て
、
富
豪
の
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紛

　
　
産
の
不
法
淡
牧
を
行
つ
た
。
徳
宗
朝
に
入
る
と
、
河
北
・
山
東
・
険
西
の
諸
藩
鎭
が
、
た
が
い
に
連
合
し
て
、
ま
す
ま
す
反
唐
朝
体
制
を
強
化

　
　
し
た
の
で
、
神
策
軍
を
主
力
と
し
て
、
各
地
の
鎭
兵
が
討
伐
に
赴
い
た
。
京
畿
に
野
す
る
牧
奪
は
極
黙
に
睡
し
、
有
名
な
除
陥
銭
．
税
間
架
な

　
　
ど
の
徴
剥
が
行
わ
れ
た
。
畿
内
の
内
齪
を
豫
想
し
て
反
封
し
た
陸
蟄
の
意
見
は
、
と
り
上
げ
ら
れ
な
か
つ
急
。
彼
の
豫
言
は
的
中
し
た
。
建
中

　
　
四
年
（
『
◎
。
も
。
）
、
東
討
を
命
ぜ
ら
れ
た
漣
原
軍
（
甘
齋
省
東
南
）
の
軍
士
が
、
食
糧
粗
悪
に
憤
激
し
て
、
長
安
に
お
い
て
兵
攣
を
お
こ
し
た
。
彼

　
　
ら
は
、
「
お
れ
た
ち
は
除
陪
鐘
や
税
間
架
を
と
為
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
！
」
と
長
安
市
民
に
訴
え
な
が
ら
入
城
し
た
。
長
安
の
貧
民
た
ち
は
、

　

3
8
@
こ
の
反
齪
軍
に
期
待
を
抱
い
た
も
の
か
、
こ
の
軍
の
光
景
を
見
に
あ
つ
ま
つ
て
く
る
も
の
が
、
一
万
人
を
敷
え
允
と
い
う
。
朝
廷
は
、
神
策
軍



9
0
@
に
鎭
墜
を
命
じ
た
が
、
　
一
入
と
し
て
慮
す
る
も
の
は
な
か
つ
た
。
反
蹴
軍
は
、
何
の
抵
抗
も
な
し
に
長
安
を
占
傾
し
、
徳
宗
は
奉
天
縣
へ
避
難

3
　
　
し
た
。
兵
士
や
貧
民
た
ち
は
、
府
庫
へ
齪
入
し
て
財
寳
を
奪
取
し
た
。
浬
原
軍
は
、
當
時
失
意
の
申
に
あ
つ
た
元
幽
州
節
度
使
朱
批
を
擁
立
し

　
　
て
、
政
権
を
打
ち
樹
て
た
。
つ
い
で
、
鳳
翔
軍
（
険
西
省
西
南
）
も
そ
の
節
度
使
を
逐
つ
て
、
朱
漉
の
磨
下
に
入
り
、
神
策
軍
普
潤
鎭
の
戊
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粉

　
　
た
ち
も
」
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
て
、
朱
漉
の
武
力
の
有
力
な
要
素
と
な
つ
た
。
そ
の
他
、
一
般
の
庶
民
や
客
戸
・
奴
碑
な
ど
も
、
と
の
齪
に
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燭

　
　
加
し
た
よ
う
で
あ
る
。
は
げ
し
い
奉
天
城
の
攻
防
職
の
の
ち
、
翌
興
元
元
年
（
9
鍵
）
六
月
、
朱
漉
軍
は
、
藩
鎭
討
伐
よ
り
急
遽
西
露
し
た
李

　
　
晟
・
李
懐
光
の
軍
隊
に
よ
つ
て
撃
破
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
李
懐
光
自
身
が
反
鼠
を
企
て
よ
河
中
に
族
り
、
璽
貞
元
元
年
（
刈
◎
。
㎝
）
に
至
つ
て
、
よ

　
　
う
や
く
内
齪
は
し
づ
ま
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
　
こ
の
内
齪
は
、
被
支
配
者
側
に
い
ろ
い
ろ
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
o
そ
の
一
つ
と
し
て
、
除
陪
銭
・
視
間
架
な
ど
の
雑
税
が
撤
慶
さ
れ
た
。

　
　
富
戸
を
ふ
く
む
被
支
配
者
に
樹
し
、
無
制
限
な
牧
奪
を
企
て
た
「
出
つ
る
を
量
つ
て
入
る
を
制
す
る
」
爾
税
法
の
牧
奪
原
理
は
、
そ
の
創
制
後
　
　
｛

　
　
敬
年
に
し
て
非
常
な
打
撃
に
遭
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
相
鷹
ず
る
よ
う
に
、
こ
れ
以
後
、
京
畿
の
富
戸
の
神
策
軍
に
封
す
る
影
占
が
は
げ
　
1
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
し
く
行
わ
れ
始
め
た
・
彼
ら
は
・
納
課
に
よ
つ
て
宿
璽
菟
れ
た
（
　
　
め
納
課
戸
）
・
ま
た
・
軍
職
や
吏
撃
得
歪
と
に
よ
つ
て
・
差
科
の
菟
除
を
、
　

　
　
　
　
⑳

　
　
え
た
。
脛
原
軍
反
齪
の
の
ち
、
ふ
た
た
び
宣
官
の
手
に
に
ぎ
ら
れ
た
神
策
軍
は
、
こ
う
し
て
富
民
と
つ
な
が
り
な
が
ら
、
次
第
に
州
縣
の
権
威

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
を
否
定
し
て
藩
鎭
化
し
て
行
つ
た
。
納
課
戸
に
封
し
て
は
、
京
兆
弄
や
赤
縣
令
も
手
が
出
せ
な
か
つ
た
し
、
ま
た
、
京
畿
の
諸
縣
に
封
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
中
央
は
、
神
策
軍
を
は
ば
か
つ
て
、
司
法
椹
も
容
易
に
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
さ
き
に
墨
げ
た
州
縣
の
所
由
や
形
勢
戸
の
職
田
侵

　
　
奪
が
、
こ
う
し
て
騨
策
軍
の
武
力
と
つ
な
が
り
な
が
ら
な
さ
れ
て
行
つ
た
と
見
る
の
は
、
決
し
て
不
當
で
は
な
い
と
お
も
う
。

　
　
　
し
か
し
、
彼
ら
が
榊
策
軍
と
結
合
し
な
が
ら
、
そ
の
私
的
土
地
所
有
を
實
現
し
て
行
つ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
、
農
民
｝
般
に
利
釜
を

　
　
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
む
し
ろ
、
彼
ら
の
差
科
冤
除
の
特
椹
か
ら
く
る
賦
税
の
不
足
額
は
、
財
政
危
機
と
相
ま
つ
て
、
無
樺
利
の
農
噛

　
　
民
へ
韓
嫁
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
吏
職
に
つ
い
た
形
勢
戸
は
、
時
の
権
勢
者
の
寵
任
を
得
る
た
め
に
、
農
民
へ
の
牧
奪
を
積
極
的
に
行

　
　
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
職
田
の
場
合
も
、
同
様
な
現
象
を
生
ん
で
い
る
こ
と
は
、
先
述
の
と
語
り
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
繭
挽
戸
上
膳
部
が
、
こ



　
　
の
よ
う
な
方
法
で
、
自
己
の
維
濟
的
獲
展
の
道
を
見
出
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
．
あ
く
ま
で
唐
朝
官
僚
制
の
末
端
に
位
置
す
み
こ
ど
に
よ
つ

　
　
て
で
あ
つ
て
、
そ
れ
が
、
官
僚
制
そ
の
も
の
の
根
本
的
な
攣
革
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
つ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
と
お
も
う
。

　
　
　
け
れ
ど
も
、
富
戸
と
神
策
軍
と
の
つ
な
が
り
は
、
個
々
の
官
僚
に
は
、
深
刻
な
打
撃
を
與
え
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
弱
体
化
の
反
面
、
ま
す

　
　
ま
す
專
制
的
な
性
格
を
つ
よ
め
た
唐
朝
権
力
は
、
そ
の
官
僚
階
級
の
な
か
に
、
権
勢
者
と
非
権
勢
者
と
の
匠
別
を
明
確
に
し
て
く
る
。
神
策
軍

　
　
を
掌
握
し
た
宙
官
は
、
前
者
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
元
和
十
四
年
（
◎
◎
H
り
）
、
神
策
軍
の
最
高
司
令
官
た
る
左
右
神
策
中
尉
に
は
、
田
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物

　
　
ど
お
り
各
々
十
頃
の
職
田
が
給
與
さ
れ
た
。
こ
れ
に
封
し
、
開
成
二
年
（
◎
。
ω
『
）
、
五
経
博
士
の
新
設
’
に
際
し
て
は
、
職
田
に
充
て
る
べ
き
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

　
　
が
な
い
と
い
う
理
由
で
給
田
さ
れ
す
、
緑
粟
を
給
す
る
に
止
つ
て
い
る
。
こ
う
し
た
差
別
は
、
給
田
さ
れ
て
い
る
官
僚
間
に
も
存
在
し
た
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ロ

　
　
く
、
元
和
十
三
年
（
◎
。
H
◎
。
）
三
月
の
詔
に
は
、
「
百
司
の
職
田
．
多
少
均
し
か
ら
す
、
弊
を
な
す
こ
と
日
に
久
し
」
と
い
つ
て
い
る
が
、
所
由
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粉

　
　
形
勢
戸
の
侵
奪
が
、
主
と
し
て
、
非
権
勢
官
僚
の
職
田
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で
き
る
。
し
た
が
つ
て
、
構
勢
官
僚
に
抑
璽
．
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
受
け
る
一
般
の
官
僚
た
ち
か
ら
、
こ
う
い
う
欺
態
の
打
開
の
要
求
が
出
て
ぐ
る
こ
と
は
當
然
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
あ
げ
た
職
田
租
の
‘
爾
税
戸
へ
　
1
5

　
，
の
均
配
と
い
う
意
見
は
・
こ
こ
か
ら
嚢
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
元
和
十
二
年
（
◎
。
嵩
）
、
京
兆
サ
餐
易
直
は
、
職
田
の
爾
税
地
へ
の
編
入
を
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
劾

　
　
上
奏
し
て
お
り
、
ま
た
同
州
刺
史
元
韻
に
も
同
様
の
主
張
が
あ
つ
た
が
（
前
出
）
、
こ
の
二
人
は
、
と
も
に
神
策
軍
と
封
立
關
係
に
あ
つ
た
よ
う

　
　
　
　
恥

　
　
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
實
現
に
至
ら
す
、
職
田
制
は
、
官
僚
の
既
得
椹
を
著
し
く
不
均
等
な
實
態
の
上
に
お
い
た
ま
玉
、
存

　
　
績
さ
れ
た
。

　
　
　
農
民
た
ち
は
、
國
家
お
・
よ
ぴ
こ
れ
に
つ
な
が
る
形
勢
戸
の
二
重
の
支
配
を
う
け
て
、
依
然
と
し
て
、
職
田
耕
作
を
強
制
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
逃
亡
を
も
つ
て
こ
れ
に
こ
た
え
た
。
政
府
は
、
し
ば
し
ば
職
田
租
の
免
除
令
を
稜
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
政
府
の
一
時
的
譲
歩
に
よ
つ

　
　
て
、
職
田
制
そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
非
椹
勢
官
僚
の
職
田
が
侵
奪
さ
れ
て
萄
、
そ
の
職
田
租
の
徴
牧
は
依
然
と
し

　
　
て
績
け
ら
れ
、
こ
と
に
、
宙
官
な
ど
有
力
官
僚
の
職
田
は
、
，
所
由
・
形
勢
戸
の
手
に
よ
つ
て
、
確
固
と
し
て
ま
も
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、

蹴
　
職
田
制
の
根
抵
か
ら
の
克
服
は
、
農
民
の
前
に
、
至
難
の
課
題
を
提
出
し
て
い
た
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
課
題
の
困
難
さ
は
、
唐
朝
官
僚
制
が
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び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
2
@
そ
の
末
期
に
生
み
出
し
た
さ
ま
ざ
ま
の
外
皮
－
宣
官
己
影
占
戸
な
ど
ー
の
堅
固
さ
に
ょ
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
こ
こ
に
．
農
民

3

は
、
官
僚
制
自
体
と
の
椹
力
闘
璽
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
み
成
果
を
お
さ
め
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
不
十
分
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
の
こ
し
て
行
つ
た
か
は
、
九
世
紀
後
牛
の
政
治
過
程
・
黄
巣
の
齪
な
ど
の
諸
問
題
と
し
て
、
今
後
の
研
究
に
ま
ち
た
い
と
お
も
う
。

①
唐
會
要
九
二
内
外
官
職
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
、
．

②
元
氏
長
慶
集
三
八
同
州
葵
均
田
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
⑮
同
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

③
唐
會
要
九
二
内
外
官
職
田
　
、
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
「
貞
元
よ
り
以
來
、
長
安
の
富
戸
、
こ
と
ご
と
く
要
司
゜
に
隷
し
て
影
庇

④
周
藤
吉
之
，
「
唐
末
五
代
の
荘
園
制
」
（
東
洋
丈
化
＝
一
）
・
　
　
°
　
　
　
を
求
む
。
禁
軍
に
籍
を
桂
く
る
も
の
、
十
の
五
六
云
々
」
（
唐
會
要
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

⑤
文
苑
英
蕪
四
ニ
　

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
京
城
諸
軍
）
、
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
・

⑥
元
旗
は
・
同
州
の
職
田
が
所
由
・
形
勢
戸
に
よ
つ
て
奪
わ
れ
て
い
る
こ
　
　
⑰
唐
會
要
ゼ
ニ
京
城
諸
軍
、
神
策
軍
貞
元
十
年
．
元
和
十
三
年
六
月
．
長

　
　
と
を
の
べ
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
上
奏
の
睾
、
霧
地
に
書
る
豪
、
、
慶
四
年
・
奇
葦
＋
月
の
條
、
な
潔
肇
口
之
前
掲
論
文
参
照
。
．
　
一

　
　
富
の
兼
併
と
そ
の
爾
税
納
入
の
ご
ま
か
し
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
　
　
⑱
孫
樵
集
二
寓
汁
観
察
判
官
書
に
、
沐
箪
が
州
縣
の
租
税
徴
牧
擢
の
み
な
　
1
6

　
　
も
、
豪
富
と
職
田
崩
壊
と
は
必
す
し
も
無
關
係
と
は
云
え
な
い
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
ら
す
司
法
堰
を
も
犯
し
曜
し
ゆ
く
こ
と
を
非
難
し
て
、
「
今
、
京
地
二
十
　
　
一

－
⑦
唐
會
要
九
二
内
外
官
職
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
四
縣
、
牛
ぱ
は
東
西
軍
（
左
右
神
策
軍
か
）
の
奪
ふ
所
と
な
る
。
然
れ

⑧
陸
宣
公
制
誰
縮
集
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
　
　
　
ど
も
、
亦
た
編
民
を
籍
占
し
墾
田
を
翼
倣
す
る
に
過
ぎ
す
、
其
の
僻
獄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

⑨
京
畿
に
封
し
て
武
器
私
藏
の
禁
が
し
ば
し
ば
登
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
　
　
　
曲
直
は
、
省
京
地
に
蹄
す
」
と
い
つ
て
い
る
。
鍮
お
、
．
司
法
罐
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
の
こ
と
を
裏
書
き
す
る
。
唐
會
要
七
二
軍
雑
録
滲
照
。
　
　
　
　
　
　
f
　
　
　
に
つ
い
て
は
左
註
⑲
．
⑳
を
滲
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

⑩
日
野
開
三
郎
「
支
那
申
世
の
軍
閥
」
一
八
糾
頁
　
　
　
　
　
　
　
⑲
新
唐
書
五
〇
兵
志
　
　

，
，

⑪
奮
唐
書
一
八
四
魚
朝
恩
傳
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
⑳
同
右
、
な
お
、
京
兆
の
府
縣
と
紳
策
軍
と
が
司
法
権
の
掌
握
問
題
を
め

＼
⑫
陸
宣
公
奏
議
一
論
關
睾
簸
　
　
　
　
　
　
　
㌦
　
ぐ
つ
で
相
剋
し
て
い
た
こ
と
は
、
．
唐
募
六
七
京
券
元
和
＋
三
釜

⑲
賓
治
通
鑑
二
二
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
月
の
條
滲
照
。

⑭
陸
宣
公
制
誰
纏
集
一
奉
天
改
元
大
赦
制
に
、
「
朱
批
に
脅
從
さ
れ
た
將
　
　
⑳
陸
宣
公
奏
議
四
均
節
賦
税
憧
百
姓
第
三
條
に
、
州
縣
の
吏
が
「
聚
敷
の

　
　
吏
・
百
姓
及
び
諸
色
人
な
ど
で
悔
悟
し
た
も
の
は
ゆ
る
す
」
と
い
つ
て
　
　
　
　
　
司
」
に
媚
齢
て
仕
進
の
途
を
う
る
た
め
に
、
農
民
へ
’
の
諌
求
を
極
慶
に

　
　
い
る
。
な
お
、
諸
色
人
と
は
賎
競
さ
れ
た
階
層
の
人
た
ち
を
指
す
の
で
　
　
　
　
　
し
て
い
る
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
。



　
　
　
＠
冊
府
元
亀
五
〇
七
俸
禄
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
附
記
〕
　
本
稿
は
、
　
一
九
五
二
年
度
東
洋
皮
談
話
會
大
會
で
登
表
し
た
「
唐

　
　
　
⑳
　
唐
會
要
九
二
内
外
官
職
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
の
職
田
経
螢
に
つ
い
て
」
を
も
と
と
し
、
か
な
り
の
改
訂
を
ほ
ど
こ
し
た

　
　
　
⑭
同
右
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
も
、
の
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
の
意
圖
は
、
本
丈
に
の
べ
た
よ
う
に
、
唐
代
官

　
　
　
＠
大
暦
十
四
年
八
月
の
勅
に
は
、
職
田
租
が
「
清
望
要
官
」
に
は
早
く
届
　
、
　
僚
制
の
矛
盾
と
そ
の
解
体
過
程
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
つ
た
が
、
そ
　
至

　
　
　
　
　
け
ら
れ
、
「
慢
卑
官
」
の
手
に
は
仲
々
わ
た
ら
な
い
と
い
つ
て
い
る
（
唐
　
　
　
こ
に
は
、
拙
稿
「
唐
代
の
藩
鎭
に
つ
い
て
」
（
史
林
三
五
ー
三
）
へ
の
反
省
屯

　
　
　
　
　
會
要
九
二
内
外
官
職
田
）
。
　
こ
う
し
た
官
僚
聞
に
お
け
る
特
灌
享
受
の
　
　
　
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
稿
で
は
、
藩
鎭
体
制
成
立
の
契
機
と
し
て
、
地

　
　
　
　
　
差
は
、
そ
の
後
ま
す
ま
す
擾
大
し
て
行
つ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
唐
末
め
　
　
　
主
・
商
人
の
「
影
占
」
現
象
を
重
覗
す
る
あ
ま
り
、
民
衆
下
暦
部
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
蕪
箏
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
背
景
に
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
　
を
捨
象
す
る
結
果
に
お
わ
つ
た
。
し
か
し
、
「
影
占
」
ー
一
般
的
に
ぱ
、
民

　
　
　
．
⑳
冊
府
元
亀
五
〇
七
俸
蘇
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衆
上
層
部
の
既
成
体
制
へ
の
特
灌
的
な
つ
な
が
り
ー
に
は
、
二
つ
の
問
題

　
　
　
⑳
窟
易
直
は
、
京
兆
ヂ
と
し
て
萬
年
尉
の
姦
賊
を
摘
獲
し
た
が
、
帝
意
に
　
　
　
が
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
が
一
般
的
と
な
る
よ
う
な
官
僚
制
の
破
綻
の
問
題
。

　
　
　
　
　
か
な
わ
す
、
か
え
つ
て
金
州
刺
史
に
既
せ
ら
れ
た
（
奮
唐
書
一
六
七
賢
　
辱
　
竜
う
ひ
と
つ
は
、
こ
れ
に
よ
つ
て
唐
朝
支
配
が
根
本
的
に
く
つ
が
え
さ
れ
る

　
　
　
　
　
易
直
傳
）
・
黎
軍
の
干
渉
が
想
像
さ
れ
る
・
ま
た
・
奮
唐
書
同
傳
は
・
　
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
・
後
者
に
つ
い
て
は
・
本
肇
戦
か
な
り
否
定
的
【
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Fiefs and their Decline under T'ang

Mzchz"o Tanz"gawa

One of the remarkable differences, which distinguishes Sui and

"'l"ang from those earlier empires from the 3rd century A. D., is

reinforcedsoverign power supported by the organized bureacracy in

the former. Since the bureacracy was parasitic to the, ruler, they

enjoyed various priviledges granted by him. Chih-ch'ien or a kind of

fief constituted one of these priviledges. The resistance of the peasantry

against the chih-ch'ien system, which was supported by forced labour,

led to re-.allotment of chin-ch'ien land to peasants in the period from

the beginning of T'ang to the first half of the 8th century. The revolt

of An-Lu-shan and invasions of the Tangut made the upkeep of serfdom

extremely difficult, and necessitated a transition from the older system

of corvee to a new system of property tax. Neverthless, forced labour

was requisitioned to maintain chih-ch'ien land. Then, the Ching-yuan

revolt further weakened the T'ang dynasty, leading to differentiation

of the ruled, whose upper strata became participtated in politics and

encroached on chih-ch'ien land. The author concludes that the final

breakdown of the chih-ch'ien system was only put into effect by the

.concerted effort of the peasantry, who were opposed tothe bureaucracy

anq. the collaborating upstarts.
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